
 

  

 もうすぐお盆の季節ですね。ご先祖様に会いに、家族そろってお墓まいりに出掛けましょう！ 

 ところでお墓まいりって、普段どんなときにすれば良いものなのでしょうか？  

 ・・・というわけで「墓まいり十ヶ条」を記載してみました。この機会にもう一度、ご先祖様と 

 きちんと向き合ってみるのもいいかもしれませんよ。 
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【墓まいり十ヶ条】 
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Yatabe.ico 

【墓まいり十ヶ条】 
 
  一、忌日命日（たちび）におまいり。 
    毎月ご命日にはお顔を見せてください。ほとけさまのお喜びはあなたご自身の喜びでもあります。 
 
  二、お盆、正月、両彼岸におまいり。 
    毎月は無理な方でも春三月、お盆八月、秋九月、お正月の年四回はおまいりください。 
 
  三、近くへ来たならばおまいり。 
    用事か何かで近くへいらしたらおまいりください。ついでまいりでも、ほとけさまはお喜びです。 
 
  四、誘われ、命じられおまいり。 
    お知り合いから誘われたりお家の方に言われて、はじめその気がなくともお墓まいりをすると気持ちがサッ 
          パリします。 
 
  五、夢を見たらばおまいり。 
    ほとけさまの夢をみると、大変気になりお墓まいりがしたくなります。お墓へまいって心を静めましょう。 
 
  六、なやみあればおまいり。 
    面白くないことや、感情がいら立ってどうにも治まらない時、どうして良いかわからない時、お墓まいりを 
          してください。お力を加えてくださいます。 
 
  七、望み失うときおまいり。 
    何か失敗したとか、スランプでガックリした時、お墓まいりしてください。あなたの心に自信をつけてくだ 
          さいます。 
 
  八、苦痛はげしければおまいり。 
    あなたご自身、あるいはご家族の方が病気になったり、怪我をされたとき、治療、静養は勿論ですが、神仏 
          に祈願なさるとともにお墓まいりをしてください。 
 
  九、楽しみ、喜びにお礼のおまいり。 
    結婚、出産、七五三のお祝、入学、成人、事業の成功など、なんでも喜ばしいこと、嬉しいことがあったと 
          きは、すぐお墓へご報告ください。お礼のごあいさつです。 
  
  十、無縁の墓におまいり。 
    ご自分の家のほとけさまだけではなく、ご恩になったお家の墓、ある  
          いは無縁のお墓にも手を合わせ、ご宝号をおとなえください。無縁の  
          お墓をおまいりする意味は大変に深いものです。 
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夏の夜空に咲く花 

 

■プレミアム会員の皆様へ 
   
            

     ◎葬儀のご予約をいただきますと、提携葬儀社にて業界最安価格で葬儀が行えます。 
   文字彫・位牌も無料。ご予約連絡先は会員証裏面のフリーダイヤルへ。 

  ◎心栄堂・仏具商品が常時20%割引サービス 

  ◎弊社併設ホール無料使用優待（事前予約が必要） 

 「たまや～」「かぎや～」の掛け声とともに、夏の夜空いちめんに色鮮やかに咲く花火。 

日本の夏には欠かせない風景のひとつですね。 

 ところで、花火っていつ頃から始まったものなのでしょうか？ そういえば花火の掛け声の「たま

や」「かぎや」って一体どういう意味なのでしょうか？ などなど…知っているようで意外と知らな

い『花火』について特集を組んでみました。 

■【お盆にお墓で花火をする地域があ

る】って本当ですか？ 
 

 はい、本当です。一部の地域でそういう

習慣が今も根付いているようです。 

 一番多いのは長崎県で、その様子はテレ

ビのバラエティー番組でも取り上げられた

ことがあります。長崎といえば、昔から他

国との交流の窓口でしたし、鎖国時代は貿

易港として栄えた場所です。 

 今でも中華街がありますし、もしかする

と、お正月や墓参りで爆竹を使う中国文化

の影響を受けているのかもしれませんね。 

■花火ってどこで生まれたの？ 
 

 紀元前３世紀に、中国で爆竹が使用されたのが起

源という説もありますが、花火の原料【火薬】が最

初に発明されたのは、６世紀の中国だといわれてい

ます。残念なことに、当時の火薬は戦の武器として

使われるものでした。 

 ヨーロッパに渡ったのは13世紀以降で、初期の

ものは祝砲の音を大きくしたり、煙に色などがつく

ようにしたものだったと考えられています。ヨー

ロッパの花火は主に王侯貴族のものであり、王の権

力を誇示するためにイベントなどで揚げられたそう

です。 

■「たまや」「かぎや」って何のこと？ 
 

 江戸（隅田川）の花火を発展させた、二大花火師

の「鍵屋」「玉屋」に由来しています。  

 1659年に「鍵屋」は日本橋に店を構え、1733

年の川開き花火大会（隅田川花火大会の原型）で大

活躍しました。その後「鍵屋」から暖簾分けして誕

生したのが「玉屋」です。 

 やがて川の上流を「玉屋」、川の下流を「鍵屋」

が担当して、二大花火師の競演が行われるようにな

り、これを応援するための掛け声が「たまや～」

「かぎや～」だったのです。 

 ところがその後「玉屋」の出火が原因で江戸が大

火事になり、その罪で「玉屋」は江戸を追放され、

わずか一代で廃業してしまったそうです。 

 ちなみに「鍵屋」は現在も続いており、15代目

の女性当主が活躍中です。 

■日本にはいつ頃入ってきたの？ 
 

 日本で花火が製造されるようになったの

は16世紀。種子島の鉄砲に使われた火薬

が、花火へと発展しました。ちなみに日本

で初めて花火を鑑賞したのは、徳川家康だ

といわれています。 
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         2009 年7月 
7月のスケジュール 

¶２日－半夏生 

¶７日－七夕、小暑 

¶13日－お盆迎え火（旧暦） 

¶16日－お盆送り火（旧暦） 

¶20日－海の日 

¶23日－大暑 

 

弊社イベント 

¶11日－お墓完成見学会（予定） 

¶12日－お墓完成見学会（予定） 
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         2009 年8月 
8月のスケジュール 

¶７日－立秋 

¶13日－お盆迎え火（新暦） 

¶15日－終戦記念日 

¶16日－お盆送り火（新暦） 

¶23日－処暑 

 

弊社イベント 

¶13日－お墓完成見学会（予定） 

¶15日－お墓完成見学会（予定） 

¶16日－お墓完成見学会（予定） 



 
    本  店：宇都宮市東原町８－２５ 

        ℡０２８（６５８）８８３１ 

   泉 町 店：宇都宮市泉町４－６        

        ℡０２８（６２２）１４１５ 

   北 山 店：宇都宮市岩本町３４８ 

        ℡０２８（６２４）１８２５ 

   壬 生 店：下都賀郡壬生町国谷２１９１－８ 

        ℡０２８２（８６）５５８８ 

   心 栄 堂：宇都宮市西川田町９６４－１０ 

        ℡０２８（６４５）１００１ 

ロナが広がって見られます。コロナとは太陽を取り巻く

希薄なガスで、普段は太陽光の

明るさにかき消されて見えませ

んが、「皆既日食」のときには肉

眼でも見ることができるのです。

（写真右） 

  

今回の日食は「部分日食」といっても、日本のほとん

どの地域で太陽の半分以上が隠れるため、太陽の形の変

化に加えて、空が暗くなる、気温が変化する、動植物が

反応する…などの変化を観察できるそうです。 

  

今年は、ガリレオ・ガリレイが初めて望遠鏡を夜空に

向けてから400年という節目の年であり、国際連合・ユ

ネスコ・国際天文学連合は、2009年を【世界天文年】

と定めたそうです。 

そんな記念すべき年に、日本の上空で行われる神秘の

天体ショー、是非みんなで楽しみましょう（＾＾） 

2009年7月22日に日本全国で「日食」を観察するこ

とができます。ほとんどの地域が「部分日食」ですが、

ごく一部の地域（奄美大島北部、トカラ列島、屋久島、

種子島南部など）では、「皆既日食」が見られます。 

日本の陸地で「皆既日食」が見られるのは、1963年

7月21日に北海道東部で観察されて以来、実に46年ぶ

りだそうです！ 

 

「日食」とは、月が太陽の前を横切るため、月によっ

て太陽が隠される現象で、太陽の一部が隠されることを

「部分日食」、全部が隠されることを「皆既日食」といい

ます。また、太陽・月・地球の距離の変化によって、月

の見かけが太陽より少し小さいときがあり、このときに

完全な日食が起きると、

太陽の縁だけがはみ出し

て見える「金環日食」に

なります。 

 

「皆既日食」になる

と、太陽のまわりにはコ

ホームページもご覧ください 
http://www.yatabesekizai.com 

ご供養のご相談はお近くの「石のやたべ」へ 

４６年ぶりの皆既日食 ẞ 

 

 

 

 

フリーダイヤル 

０１２０（２５）０１２０ 
 

◎お便りお待ちしております。 

 

〒３２１－０９７６ 

宇都宮市岩本町３４８ 

℡  ０２８（６２４）１８２５ 

FAX ０２８（６２４）１８２６ 

Email: info@yatabesekizai.com 

Yatabe.ico 

日食の様子（金環日食の場合） 

皆既日食の様子 

http://www.yatabesekizai.com/

